
Ⅰ　基本方針 　

　　学校給食用の物資を安定的に供給するとともに、学校給食に物資を提供する委託加工工場等の

職員の資質向上のための研修会等を行い、また、学校給食現場に携わる栄養職員等の組織への助

成・支援、調理加工場への衛生検査機材の貸出し等を通して、円滑で充実した学校給食の実施を

支援する。

１　定款に定める事業

定款第４条第１号　　学校、幼稚園及び保育所等の給食用物資の安定供給に関する事業

定款第４条第２号　　学校給食の充実と食育の推進の支援に関する事業

定款第４条第３号　　学校、幼稚園及び保育所等の給食用物資の安全確保及び衛生管理に関する事業

　定款第４条第４号　　その他この法人の目的を達成するために必要な事業

２　機　　構

（１）　役員・評議員

　①　役員数   ９名 ア 　理　事 ７名 　

イ 　監　事 ２名

　②　評議員数 １１名

　③　会　議 ア 　理 事 会 ２回 （５月、２月）

イ 　評議員会 ２回 （６月、３月）

ウ 　監 査 会 ２回 （１１月、５月）

（２）　評議員選定委員

　①　委員数 ５名

　②　会　議 ２回 （４月、６月）

３　予定対象人員（教職員を含む） （ｽﾎﾟｰﾂ健康課通知「牛乳供給人数」による）

増　減 増減率

学校数(校) 人員(人) 学校数(校) 人員(人) （人） （％）

366 123,277 372 124,560 △ 1,283 △ 1.03

198 62,825 201 62,814 11 0.02

10 617 10 648 △ 31 △ 4.78

27 4,161 27 4,173 △ 12 △ 0.29

601 190,880 610 192,195 △ 1,315 △ 0.68

＊特別支援学校は分校も１校とみなす

令和３年度 事業計画書

夜間定時制高校

特別支援学校

合    計

区　　分
令和３年度（推計） 令和２年度

小　 学 　校

中　 学 　校
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Ⅱ　事　　業

１　学校、幼稚園及び保育所等の給食用物資の安定供給に関する事業

（１）学校給食用物資の安定供給 《定款第４条第１号関係》

①　物資供給数量

　ア　基本物資

米　　穀 1,751,000 ｋｇ 1,602,211 ｋｇ 1,706,706 ｋｇ

　うち　　　　　米　飯 1,527,000 ｋｇ 1,397,949 ｋｇ 1,477,258 ｋｇ

　 17,397,000 食 14,339,612 食 17,010,580 食

精　米 224,000 ｋｇ 204,262 ｋｇ 229,448 ｋｇ

パ　　ン 10,081,000 食 9,916,979 食 9,680,539 食

牛　　乳 31,324,000 本 30,654,257 本 31,960,701 本

※　令和元年度実績及び令和２年度見込については、コロナ禍の影響で減少している。

　イ　一般物資 （単位：円）

　 分　　　類

小麦・米・澱粉加工品 37,200,000 35,737,214 40,636,744

砂糖・油脂類 54,000,000 51,606,039 41,862,180

果実・野菜類 35,200,000 33,953,340 21,004,420

きのこ・種実類 26,300,000 25,253,112 26,113,731

肉・卵・水産缶詰類 32,000,000 30,227,669 34,249,018

調味料・その他 27,400,000 26,379,651 24,501,972

だし用製品類 3,500,000 3,376,247 7,327,007

乾物類等 28,900,000 27,782,693 19,593,359

佃煮・ふりかけ・副食類 9,300,000 8,937,071 3,653,880

乳製品・ジャム類 11,800,000 11,332,854 1,386,392

混ぜご飯の素 200,000 226,195 348,310

旬の果物類 1,200,000 1,193,941 1,097,750

その他(一般） 300,000 338,076 258,990

練り製品類 3,100,000 3,030,041 1,681,714

果実・野菜類 1,900,000 1,817,340 2,213,896

乳製品類 6,900,000 6,606,278 6,656,209

その他(一般）冷凍食品以外 3,700,000 3,543,794 5,678,758

畜産物類 51,500,000 49,661,718 31,853,688

水産物類 66,300,000 63,615,648 56,601,632

農産物類 118,900,000 114,085,626 55,039,562

乳製品類（デザート類） 5,300,000 5,095,623 4,900,829

その他 50,000 12,701 102,687

　 洗剤類 3,500,000 3,402,890 3,652,499

備蓄製品類 1,500,000 1,473,140 927,200

　 その他 50,000 8,194 3,600

　 合　　　計 530,000,000 508,697,095 391,346,027

常
　
温
　
品

冷
蔵
品

冷
凍
品

令和元年度実績物　資　名 令和３年度予定 令和２年度見込

令和３年度予定 令和２年度見込 令和元年度実績
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②　委託製造加工場

　ア　精米委託（３加工場）

　　　ワタヒョウ㈱（岩沼市）、㈱パールライス宮城（大和町）、㈱サンライスみやぎ（気仙沼市）

　イ　炊飯委託（１６加工場）

　　　(有)池田菓子店(角田市）、(有)浅野製菓(大和町)、(有)古川米飯給食センター（大崎市）、

　　　(有)きゅうせい堂（大崎市）、㈱ＪＡ加美よつばラドファ(加美町）、㈱木村屋（涌谷町）、村上菓子舗

　　　(涌谷町）、(有)相澤製菓（石巻市）、㈱富士製菓舗（石巻市）、㈱髙正ベーカリー(石巻市）、

　　　山沖本店(石巻市）、大勇堂（東松島市）、(有)朝日堂（南三陸町）

　ウ　パン委託（２加工場）

　　　学校給食パン宮城協業組合（名取市）、㈱熊谷製パン（栗原市）

２　学校給食の充実と食育の推進の支援に関する事業 《定款第４条第２号関係》

（１）学校給食の充実の支援

①　学校給食用パン品質審査会　

　学校給食用パンの品質を向上させ、学校給食の食事内容の充実に資することを目的として開催する。

②　地区別学校給食調理実技講習会への助成　

　学校給食の食事内容を地域性を生かした魅力的で豊かなものにすることを目的として、地区学校栄養士

会が行う調理実技講習会に1回５万円を限度として助成する。

③　学校給食関係の情報提供

ア　学校給食用取扱品案内書の発行及び当会ホームページを適宜更新し、講習会等で提供した献立

　などを「みんなのレシピ」として紹介する。

イ　毎月発行している情報紙「インフォメーション」に次の情報を掲載する。

　当会行事の紹介、基本物資（パン・米飯）の変更情報、おすすめ物資案内、 一般物資製造工場の紹介、

　当会開発地場産品の情報、など。　　

④　「みやぎ学校給食だより」の発行  

　各市町村学校給食センターや単独調理校の取り組み、全国学校給食研究協議会などの行事や

学校給食事例などの紹介を通して、宮城県における学校給食の総合情報誌として年２回発行する。

⑤　オードブル皿等の食器の貸出

　多様化する学校給食の食事環境に対応するため、５種類のｵｰﾄﾞﾌﾞﾙ皿と二重底ｽｰﾌﾟｻｰﾊﾞｰの貸出しを

行う。

（２）学校給食における食育推進の支援

①　学校給食関係団体への団体運営費の助成

　学校給食における食育の推進等を目的とした研究団体に対し、１団体あたり年額５万円を限度として

団体運営費を助成する。

　　　仙台米飯給食事業協同組合（仙台市）、㈱宮城総合給食センター（仙台市）、㈱加賀屋（名取市）、
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②　全国学校給食研究協議大会及び全国学校栄養士研究大会への派遣助成

　栄養教諭・学校栄養職員を全国学校給食研究協議会及び全国学校栄養士研究大会に派遣するた

めの旅費・参加費を助成する。

　今年度は、札幌市で開催される全国学校給食研究協議大会に３名、高崎市で開催される全国栄養

教諭・学校栄養職員研究大会に２名の栄養教諭・学校栄養職員を派遣する。

③　伊達な給食フェアの開催 (宮城県教育委員会共催事業）

　 学校給食における地場産物を活用した食に関する指導の充実及び食事内容の更なる向上と多様化

を図り、地産地消の更なる推進となるよう、関係者の研鑽と意欲の向上に資することを目的として、宮城

県教育委員会との共催により開催する。併せて、学校給食や県食材に対する県民の理解を深めること

にも資する。

④　宮城県学校給食食育推進啓発ポスターコンクールの開催 (宮城県教育委員会共催事業）

　学校における食育を推進するため、宮城県教育委員会との共催により、食育推進啓発ポスターコンク

ールを開催する。また、入賞作品を掲載した食育カレンダーを作成して県内の小中学校及び特別支援

学校に配布し、児童生徒の食に対する関心の増進を図る。

⑤　宮城県学校給食研究協議会の開催 (宮城県教育委員会共催事業）

　十分な栄養管理・衛生管理・安全対策を踏まえた学校給食の食事内容の充実を図り、児童生徒の健

康と望ましい食習慣の形成に資するため、学校給食関係者に対する研究協議会を宮城県教育委員会

との共催により開催する。

⑥　食育教材の貸出

　食育教材として、ＤＶＤ、フードサンプル、食事パネル、食育エプロン、食育カード類、食生活指導教材、

食育紙芝居及び舞台の貸出しを行う。

３　学校、幼稚園及び保育所等の給食用物資の安全確保及び衛生管理に関する事業　

《定款第４条第３号関係》

（１）学校給食用物資の安全確保

①　学校給食用物資の各種検査等の実施

　当会による自主検査として、米飯・パン・一般物資について、細菌検査・残留農薬検査・遺伝子検査・

品位検査を行う。また、当会敷地内と倉庫内の空間放射線量検査を行う。

②　委託加工場への立入検査

ア　炊飯加工場への飯量・量目検査

　１６の炊飯委託加工場に対し、量的に適正に炊飯されていることを確認するため、炊飯釜・１食弁当缶

の重量検査を行う。　年１回すべての委託加工場に対して、炊飯終了後の釜を全部重量測定し、また、

１食弁当缶についても重量測定を行う。

イ　委託加工場の在庫確認、帳簿確認

　炊飯委託加工場１６、パン委託加工場２、計１８加工場の在庫確認・帳簿確認を年度末に実施する。
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衛生指導時にも在庫確認・帳簿確認を行う。

ウ　精米委託加工場の在庫確認

　３精米委託加工場に対して、毎月下旬の荷渡指図書交付時に在庫確認を行う。

エ　精米委託加工場への立入検査

　３精米委託加工場に対して、夏休み（７月下旬)、新米切替時（10月下旬)、春休み（3月下旬)に、在庫

確認・帳簿確認・物品管理確認を行う。

③　精米委託加工場連絡会議　（７月上旬）

　学校給食用精米加工における供給の安全・安心及び品質の保持を図るため、年１回精米委託加工場

責任者及び関係者と当会による会議を開催する。

④　一般物資製造工場の視察

　一般物資の安全・安心な製品の安定供給並びに地場産物を活用した物資の開発につき、製造能力確

認及び商談を行うため、必要な工場を訪問する。

（２）学校給食用物資の衛生管理

①　委託加工場への衛生指導

ア　委託加工場への立入検査

　　学校給食用物資の適正な管理及び安全安心な供給を図るため、炊飯委託加工場１６、パン委託加工

　場２、学校給食パン配送業務委託２０、計２４加工場（炊飯・パン重複１工場及び炊飯・協業委託重複１３

　工場を除く）のそれぞれに対して年１回の立入検査を行う。

　　検査内容は、加工状況確認、衛生指導、物品管理状況確認、帳簿検査である。

イ　委託加工場始業前点検　（４月上旬、８月下旬、１月上旬）

　委託加工場における長期休業明けの製造再開が順調に行われるようにするため、衛生状況及び製造

再開準備状況の確認を行う。

ウ　衛生管理指導

　委託加工場に対し、より専門的見地からの衛生管理指導を行うため、外部機関に衛生検査を委託し、

その専門業者とともに衛生指導を行う。　当年度は９委託加工場を予定している。

②　学校給食衛生管理研修会　（８月下旬）

　委託加工場の衛生管理体制の整備と責任者並びに実務担当者の衛生意識や実践力の向上を目指し、

衛生管理研修会を行う。

③　衛生担当職員の派遣

　市町村教委や地区学校栄養士会からの要請に基づき、衛生管理に関する講習会に食品衛生監視員

資格を有する職員を講師として派遣する。
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④　衛生検査機材の貸出

　学校給食における細菌性食中毒の防止及び衛生管理の意識の高揚を図るため、衛生検査機材を市

町村教育委員会、学校、共同調理場（学校給食センター）に無償で貸し出す。

　貸し出す機材は、簡易ふらん器、紫外線ランプ、ＡＴＰふき取り検査器、手洗い確認検査器とする。

⑤　学校給食用冷凍庫等の貸出　

　冷凍庫等を学校へ貸し出し、本会納入物資の衛生的な保管及び購入量の増加や配送の利便性を

向上を図る。毎年６月までに申請された学校の実態を調査し、予算の範囲内で貸与先を決定する。

４　その他この法人の目的を達成するために必要な事業　《定款第４条第４号関係》

（１）施設貸与事業

　学校給食関係団体の会議や研修会の際に、当法人の会議室や調理実習室を無償で貸与する。

（２）共同調理場（市町村学校給食センター）連絡協議会事務局

　 学校給食の円滑な実施及びその充実発展のため、共同調理場（市町村学校給センター）連絡協議

会の事務局を依頼され、連絡協議会の役員会、監査会、総会の運営に関わるとともに、共同調理場職

員研修会及び施設長研修会を企画・運営する。

（３）災害対応用食品の備蓄

　大規模な災害等が発生した場合に、救援物資として被災学校等へ供給するために「救給カレー」を

5千食備蓄する。なお、災害給食教育に役立てるため希望する学校等へも拠出している。

　　

（4）宮城県の事業への協力事業

　当法人は学校給食の充実を支援する立場にあることから、宮城県が主導する以下の４事業に参加し、

協力する。

①　宮城こめ粉推進協議会

　　宮城県農林水産部に事務局があり、当法人も会員として入会している。

②　みやぎ食の安全・安心推進会議

　　宮城県環境生活部食と暮らしの安全推進課が主管する会議の会員となり（承認番号180181）、食の

安全・安心を常に心がけると共に、役職員の名刺に「食の安全・安心取組宣言」ロゴマークを印刷し、取

組の姿勢を示している。

③　食材王国みやぎ推進パートナーシップ会議

　　宮城県農林水産部食産業振興課が主管する会議であり、会員として会議に参加している。

④　みやぎっ子ルルブル推進会議

　　宮城県教育庁教育企画室が主管する推進会議の会員になり、規約の趣旨に則り、「ルルブル通信」

の広報に努めている。
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Ⅲ　令和３年度　年間行事予定表

当法人 県関係 全給連関係

上
辞令交付式

中 評議員選定委員会

下

上

中 監査会

下 通常理事会

上 学校給食共同調理場連絡協議会総会 　

中 定時評議員会

下 事業報告書等定期書類提出 　
定例理事会・総会
　　　（25日　東京・神楽坂）

上
精米加工委託工場連絡会議

中

下 　
宮城県学校給食研究協議会
　　　（28日　東北歴史博物館）

ﾌﾞﾛｯｸ合同研修会（北海道）

上
学校給食調理実技講習会
共同調理場連絡協調理員研修会

全国栄養教諭・学校栄養職員研究大会
　　　（5～6日　高崎市）

中 全館閉館(13～16日） 　

下
学校給食衛生管理研修会
委託工場始業前点検

上

中
ﾌﾞﾛｯｸ物資共同購入委員会
　　　（15～16日　仙台市）

下 棚卸(25日） 初任者研修会（東京・駒込）

北・東ﾌﾞﾛｯｸ学校給食会常勤役員会
北・東ﾌﾞﾛｯｸ学校給食研究協議会
　　　（４日　福島市）

８

９

月

４

５

７

６
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当法人 県関係 全給連関係

上 パン品質審査会 ﾌﾞﾛｯｸ常勤役員会（青森市）

中 　 食育ﾎﾟｽﾀｰｺﾝｸｰﾙ第1次審査 　

下
全国学校給食研究協議大会
　　　（21～22日　札幌市）

　

上 県外・県内工場視察 食育ﾎﾟｽﾀｰｺﾝｸｰﾙ最終審査

中 共同調理場連絡協施設長研修会 管理職研修会（東京・駒込）

下 中間監査

上

中

下 　 食育ﾎﾟｽﾀｰｺﾝｸｰﾙ表彰式

上 初荷出発式

中
ﾌﾞﾛｯｸ物資共同購入委員会
　　　（秋田市）

下 　 伊達な給食フェア（県庁ｶﾌｪﾃﾘｱ）

上 　

中 小麦粉入札

下 通常理事会
定例理事会・総会
　　　（18日　東京・神楽坂）

上
実務（衛生管理者）研修会
　　　（東京・駒込）

中 臨時評議員会

下

辞令交付式

２

３

月

10

11

12

１
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